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Sun Cluster Geographic Edition 3.1 2006Q4ご
使用にあたって

このマニュアルでは、 SunTM Cluster Geographic Edition 3.1 2006Q4ソフトウェアに関す
る次の情報を説明しています。

■ 5ページの「サポートされる製品」
■ 7ページの「既知の問題点とバグ」
■ 11ページの「必要なパッチ」
■ 12ページの「Sun Cluster Geographic Edition 3.1 2006Q4のマニュアル」
■ 13ページの「マニュアルに関する情報」

サポートされる製品
この節では、 Sun Cluster Geographic Edition 3.1 2006Q4ソフトウェアでサポートされる
ソフトウェアについて説明します。

表 1 サポートされる製品

ソフトウェア バージョン

Solarisオペレーティングシステム 8、9、および 10 (SPARC®エディション)、10 (x86エ
ディション)

Sun Cluster 3.1 8/05

Oracle RAC用 Sun Clusterエージェント VERITAS Volume ManagerおよびHitachi TrueCopyを搭載
した Solaris OS (SPARC)上のOracle 9i RAC
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表 1 サポートされる製品 (続き)
ソフトウェア バージョン

ボリューム管理ソフトウェア ■ Sun StorageTekTM Availability Suite 4ソフトウェアと共に
使用する場合: Solaris OS 10上の Solarisボリュームマ
ネージャーソフトウェアまたはVERITAS Volume
Managerソフトウェア

■ Sun StorEdgeTM Availability Suite 3.2.1ソフトウェアと共
に使用する場合: Solaris OS 9上の Solarisボリュームマ
ネージャーソフトウェア、Solaris OS 8上の Solstice Disk
Suite、またはVERITAS Volume Managerソフトウェア

■ Hitachi TrueCopyソフトウェアと共に使用する場合:
VERITAS Volume Managerソフトウェア

■ EMC Symmetrix Remote Data Facilityソフトウェアと共
に使用する場合: VERITAS Volume Managerソフト
ウェア

データの複製 ■ Solaris OS 10上の Sun StorageTek Availability Suite 4ソフ
トウェア

■ Solaris OS 8または 9上の Sun StorEdge Availability Suite
3.2.1ソフトウェア

注 – Sun StorEdge Availability Suite 3.2.1は、Solaris OS 10
上ではサポートされません。

■ Hitachi TrueCopy RAID Manager、Solaris OS (SPARC)

■ EMC Symmetrix Remote Data Facility

Sun Cluster Geographic Edition 2006 3.1 Q4

Sun StorageTek Availability Suite 4ソフトウェアの
サポート
Sun StorageTek Availability Suite 4ソフトウェアは、Sun Cluster Geographic Editionの
2006 3.1 Q4リリースにおけるデータ複製のためにサポートされています。『Sun
Cluster Geographic Edition Sun StorEdge Availability Suite向けデータ複製ガイド』は、こ
のサポートを反映するようにはまだ更新されていません。このガイドは今後のリ
リースで更新される予定です。

サポートされる製品
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このガイドの手順はすべて、Sun StorageTek Availability Suite 4ソフトウェアおよび
Sun StorEdge Availability Suite 3.2.1ソフトウェアの両方に適用されます。ただし、次の
例外があります。

■ Sun StorageTek Availability Suite 4ソフトウェアのコマンドは
/usr/opt/SUNWesm/sbin/にではなく /usr/sbin/にあります。

■ Sun StorageTek Availability Suite 4ソフトウェアのログファイルは
/var/opt/SUNWesm/にではなく /var/adm/にあります。

EMC Symmetrix Remote Data Facility構成のサポー
ト
Sun Cluster Geographic Edition 3.1 2006Q4ソフトウェアは、次に示す SRDF構成を現在
サポートしています。

■ 静的 SRDFデバイスグループ
■ 動的 SRDFデバイスグループ

Sun Cluster Geographic Edition 3.1 2006Q4ソフトウェアは、次に示すモードで SRDF構
成を現在サポートしています。

■ 同期
■ 半同期
■ 適応型コピー/書き込み保留
■ 適応型ディスクコピー
■ 適応型コピー/スキュー変更

既知の問題点とバグ
次に示す既知の問題とバグは、Sun Cluster Geographic Edition 3.1 2006Q4リリースの処
理に影響を与えます。

クラスタを再起動したあと Sun Cluster Geographic
Editionインフラストラクチャーがオフライン状態
に留まることがある (6218200)
問題の概要:クラスタを再起動したあと、Sun Cluster Geographic Editionインフラスト
ラクチャーがオフライン状態に留まることがあります。これはタイミングの問題で
す。Sun Cluster Geographic Editionソフトウェアの起動と共通エージェントコンテナ
の起動との同期が取れないために起こります。

既知の問題点とバグ
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対処方法:クラスタが再起動されたら、コマンド geoadm startを実行して Sun Cluster
Geographic Editionソフトウェアを起動します。

SunPlex ManagerがRBACをサポートしない
(6226493)
問題の概要:SunPlex ManagerはRBACをサポートしていません。

対処方法:ローカルクラスタ上でスーパーユーザーとして SunPlex Managerを起動しま
す。

パートナークラスタ上で同じ rootパスワードを使
用することを SunPlex Managerが要求する
(6260505)
問題の概要:SunPlex ManagerのGUIを使用するには、Sun Cluster Geographic Edition配
備内の両方のクラスタのすべてのノードで rootパスワードを同じにする必要があり
ます。

対処方法:SunPlex Managerを使用してクラスタを構成する場合は、両方のクラスタの
すべてのノードで rootパスワードが同じであることを確認します。すべてのノード
で同一の rootパスワードを設定しない場合は、コマンド行インタフェースを使用し
てクラスタを構成してください。

パートナーシップにカスタムハートビートを取り
入れるには、あらかじめリモートクラスタとロー
カルクラスタの両方にそのハートビートが存在し
ていなければならない (6263692)
問題の概要:カスタムハートビートを使用してリモートクラスタ上にパートナー
シップを作成する場合、そのハートビートをパートナーシップに参加させるには同
じ名前のハートビートがローカルクラスタ上に存在していなければなりません。
ハートビートはGUIを使用して作成することはできないため、「パートナーシップ
に参加」ページの選択肢として適切なハートビートが表示されることはありませ
ん。

対処方法:コマンド行インタフェース (CLI)を使用してカスタムハートビートを作成
し、CLIまたは SunPlex Managerのいずれかを使用してパートナーシップに参加させ
ます。

既知の問題点とバグ
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リソースグループ mbeanのリソースグループ属性
が使用できない (6302146)
問題の概要:geopg validateコマンドが失敗し、既存のリソースグループのリソース
グループ情報を取得できなかったことが示されます。

対処方法:リソースグループ mbeanが更新されるように、リソースグループプロパ
ティーを更新します。

保護グループの状態の変化を SunPlex Managerが
再描画しない場合がある (6302217)
問題の概要:SunPlex Managerに表示されるページ上に存在するエントリの構成と状態
に変化があった場合は、本来自動的にそのページの再描画が行われるべきです。時
折、この再描画がなされないことがあります。

対処方法:ナビゲーションツリーを使用していったん別のページに移動し、元のペー
ジに戻ります。再読み込みがなされてページが更新されます。

クラスタ起動時に tcp_udp_pluginが No_Response

を報告する (6412025)
問題の概要:クラスタの再起動時、ハートビートは Degraded状態、プラグイン
tcp_udp_pluginは No_Response状態です。パートナークラスタ上にプロセス
tcp_udp_respがありません。

対処方法:パートナークラスタ上で pkill -9 tcp_udp_respを実行して、パートナーク
ラスタ上で tcp_udp_respプロセスを再起動します。

Sun Cluster Geographic Editionリソースが
STOP_FAILED状態の場合、geoadm startと geoadm

stopの両方が正しく機能しない (6446765)
問題の概要:ある例外的な構成エラーにより、クラスタが、Sun Cluster Geographic
Editionフレームワークの起動 (geoadm start)や正常な停止 (geoadm stop)ができない
状態に陥ることがあります。

対処方法:Sun Cluster Geographic Editionインフラストラクチャーリソースが
STOP_FAILED状態にある可能性が高いと考えられます。STOP_FAILED状態を解除する
には、次の手順に従います。

既知の問題点とバグ
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1. scstat -gコマンドを使用して、影響を受けているリソースとリソースグループ
を判定します。

2. STOP_FAILED状態にあるすべてのリソースとリソースグループの STOP_FAILEDフラ
グを解除するため、それぞれに対して次のコマンドを使用します。

# scswitch -c -j resource —h nodename -f STOP_FAILED

3. 停止できなかったアプリケーションを手動で停止します。
たとえば、ora lsnrを停止できなかった場合は、これを完全に停止します。影響
を受けたリソースが Sun Cluster Geographic Editionインフラストラクチャーだけの
場合は、この手順を無視してください。

4. 必要な場合は、リソースグループを停止します。
■ リソースグループの停止中にリソースを停止できなかった場合は、リソースグ
ループが STOP_FAILED状態のままになるため、次のコマンドを使用して停止し
てください。

# scswitch -F -g resourcegroup
■ リソースの再起動中またはリソースを無効にしている最中にリソースを停止で
きなかった場合は、この手順を無視してください。

5. geoadm stopコマンドを再試行します。

geopg getで失敗が報告され、場合により複製が
失敗したと報告される (6456555)
問題の概要:複製が成功したにもかかわらず、geopg getコマンドで失敗が報告される
ことがあります。パートナークラスタから保護グループを複製すると、geopg getが
失敗し、次のメッセージが表示されます。

# geopg get -s partnershipname protectiongroupname
Operation failed for the following protection groups:

Permission denied: configuration is locked by cluster clustername.
Retry the operation after a while.

Protection group protectiongroupname has been replicated from

the partner cluster clustername, but validation failed.

場合によっては、geoadm statusにおいて、保護グループの同期状態が Errorと報告
されることもあります。

もう一度 geopg getコマンドを実行すると、保護グループがローカルクラスタ上です
でに複製されているためにコマンドが拒否されます。

対処方法:次のコマンドを使用して、保護グループとパートナークラスタとの再同期
を行います。

既知の問題点とバグ
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# geopg update protectiongroupname

次のコマンドを使用して、保護グループを再検証します。

# geopg validate protectiongroupname

geopg set-propの使用時に java.lang.Exceptionが
発生する (6445366)
問題の概要:説明プロパティーの値に、引用符で囲まれていないスペースが含まれて
いる場合、java.lang.Exceptionがスローされます。

対処方法:スペースを必要とする説明の値を引用符で囲みます。

ソフトウェアを削除して再インストールすると、
geoadm startの実行中に、gchb_resdがコアダン
プする (6473292)
問題の概要:pkgrmを使用して Sun Cluster Geographic Editionソフトウェアを削除する
と、gchb_resdプロセスが実行状態のままになる場合があります。この場合、再イン
ストールすると、プロセスで障害が発生します。

対処方法:すべて不要です。gchb_resdプロセスは自動的に再起動されます。

必要なパッチ
Sun Cluster Geographic Edition 3.1 2006Q4構成のパッチに関する情報を以下に示しま
す。

注 – Sun Cluster Geographic Edition製品に必要なパッチを確認してダウンロードするた
めには、SunSolveTMユーザーとして登録済みでなければなりません。SunSolveアカウ
ントをまだ入手していない場合は、Sunのサービス担当者またはセールスエンジニア
に問い合わせるか、あるいは http://sunsolve.sun.comでオンライン登録を行なってく
ださい。

必要なパッチ
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製品 コンポーネント プラットフォーム
最低
パッチレベル

Solaris OS 8 110380-06

110934-24

Solaris OS 10 SPARC 118562-09

118918-17

x86 118563-10

118919-17

Sun StorEdge Availability Suite 3.2.1 Core 116466-09

Point-in-Time 116467-09

Remote Mirror 116468-13

Sun StorageTek Availability Suite 4 SNDR SPARC 123246-01

x86 123247-01

共通エージェントコンテナ 118671-03

120675–01

注 –共通エージェントコンテナ 120675–01パッチの入手については、ご購入先に問い
合わせてください。

Sun Cluster Geographic Edition 2006 3.1 Q4のスケーラブルリソースグループを使用する
場合は、次のいずれかのパッチもインストールする必要があります。

■ Solaris OS 10:最低限 120500-08
■ Solaris OS 9:最低限 117949-23
■ Solaris OS 8:最低限 117950-23

これらのパッチの入手については、ご購入先に問い合わせてください。

Sun Cluster Geographic Edition 3.1 2006Q4のマニュアル
日本語のマニュアルは docs.sun.comを参照してください。Sun Cluster Geographic
Edition 3.1 2006Q4ユーザーマニュアルセットには次のマニュアルコレクションが含
まれています。

■ Sun Cluster Geographic Edition Release Notes Collection - ja
■ Sun Cluster Geographic Edition Software Collection - ja
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■ Sun Cluster Geographic Edition Reference Collection - ja

最新のマニュアルは、docs.sun.comSM Webサイトで参照してください。docs.sun.com

Webサイトでは、Sun Cluster Geographic Editionマニュアルにアクセスできます。次
のWebサイトを利用すれば、docs.sun.comアーカイブをブラウズしたり、本のタイ
トルやテーマを検索できます。

http://docs.sun.com

Sun Cluster Geographic Edition 3.1 2006Q4ソフト
ウェアコレクション

表 2 Sun Cluster Geographic Edition 3.1 2006Q4ソフトウェアコレクション

パート番号 マニュアル名

820–1091 『Sun Cluster Geographic Editionの概要』

820–1094 『Sun Cluster Geographic Editionのインストール』

820–1097 『Sun Cluster Geographic Editionのシステム管理』

820–1100 『Sun Cluster Geographic Edition Sun StorEdge Availability Suite向けデータ複製ガ
イド』

820–1103 『Sun Cluster Geographic Edition Hitachi TrueCopy向け複製ガイド』

820–1106 『Sun Cluster Geographic Edition EMC Symmetrix Remote Data Facility向けデータ
複製ガイド』

Sun Cluster Geographic Edition 3.1 2006Q4リファレ
ンスコレクション
このコレクションには、『Sun Cluster Geographic Editionリファレンスマニュア
ル』、パーツ番号 820–1109が含まれています。

マニュアルに関する情報
この節では、マニュアルページ、マニュアル、またはオンラインヘルプで判明して
いる記述の誤りまたは記載漏れと、それらの問題を修正するための手順を示しま
す。

■ 14ページの「インストールガイド」
■ 14ページの「geopg(1M)のマニュアルページ」

マニュアルに関する情報
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インストールガイド
この節では、『Sun Cluster Geographic Editionのインストール』に含まれる記述の誤
りと記載漏れについて説明します。

Sun Cluster Geographic Editionインストールガイドに記載されてい
る Solaris OS Version 8用の EMC Symmetrix Remote Data Facility
パッケージ (6475889)
誤った情報:『Sun Cluster Geographic Editionのインストール』の「Solaris OS 8でのソ
フトウェアのインストール」には、次の情報が含まれています。

EMC Symmetrix Remote Data Facilityのデータ複製を使用している場合:

■ SUNWscgrepsrdf: EMC Symmetrix Remote Data Facilityデータ複製
■ SUNWscgrepsrdfu: EMC Symmetrix Remote Data Facilityデータ複製

正しい情報:EMC Symmetrix Remote Data Facilityソフトウェアは Solaris OS 8との組み合
わせではサポートされていません。誤った情報は無視してください。

geopg(1M)のマニュアルページ
この節では、geopg(1M)のマニュアルページについて判明している記述の誤りまたは
記載漏れを示します。

保護グループのアクティブ化と起動の違いが明確に定義されてい
ない (6438452)
問題の概要:geopg(1M)のマニュアルページにある geopg startコマンドの説明が明確
ではありません。

対処方法:-eオプションは、geopgstartコマンドの有効範囲を定義します。-e local

を指定した場合は、コマンドが与えられたクラスタパートナー上で geopg startコマ
ンドが実行されます。-e globalを指定すると、geopg startコマンドは、パートナー
シップ内の両方のクラスタで実行されます。

主クラスタ上で geopg start -e local コマンドを実行するか、geopg start -e global

コマンドを実行することによって、主クラスタ上で geopg startコマンドが実行され
ると、scswitch -Z -gコマンドを使用して、Sun Cluster Geographic Editionソフト
ウェアによってリソースグループが主クラスタ上のみでオンラインになります。

二次クラスタ上で geopg start -e localコマンドを実行した結果、または geopg

start -e globalコマンドを実行したことによって、二次クラスタ上で geopg startコ
マンドが実行された場合、リソースグループは二次クラスタ上で起動されません。
リソースグループは、scswitch -uコマンドを使用することによって unmanaged状態
に置かれます。

マニュアルに関する情報
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geopg startコマンドでは、主クラスタ上と二次クラスタ上の両方の保護グループ
が「アクティブ化」され、それによって Sun Cluster Geographic Editionによるリソー
スグループの管理が開始されます。ただし、リソースグループは、主クラスタ上で
のみ起動し、オンライン化されます。

保護グループの役割によっては、保護グループをアクティブ化しても、保護グルー
プに含まれているリソースグループが起動しない場合があります。

geopg(1M)のマニュアルページにおけるTrueCopyの cluster_dgs

プロパティーの定義に関する誤り (6454231)
誤った情報:geopg(1M)のマニュアルページでは、cluster_dgsプロパティーの調整が
いつでも許されると説明しています。

正しい情報: cluster_dgsプロパティーは、両方のパートナークラスタ上で保護グ
ループがオフラインになっている場合にのみ調整できます。

マニュアルに関する情報
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